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②インストール後、アプリを起動するとスキャ
　ン画面になります。
③スマホをかざして画像をスキャンします。
④認識するとコンテンツが表示されます。

いわきの農業に元気を震災アーカイブ写真展ふるさとを彫る
豊間小で英語授業
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　９月13日に行われた「海ある
き町あるき江名の町再発見」の
イベント。江名港銅像前の会場
ステージ前では江名小学校児童
50名による「キッズソーラン」が
披露され、元気な掛け声と勢い
ある踊りに盛り上がりを見せて
いました。

応急仮設住宅や災害公営住宅ほか
市内各地のイベントやできごとを紹介

海岸堤防復旧工事に伴う通行規制
〈草野下神谷地区〉
9月末現在

※お申し込みは開催日の3日前まで。
【予約・問い合わせ】　市ふるさと再生課　☎0246-22-7437

　9月22日、「“わ”で奏でる東日本応援コンサート
2015inいわき」が〈いわき芸術文化交流館アリオ
ス〉で行われました。音楽が持つ不思議な力で被災
地のみなさんを元気づけようと、平成25年から岩
手・宮城・福島の各地で開催。
　市内初となった今回は、シンガーソングライター
の山口マリーさんやくるみさん、コーラスグループ
「サーカス」、錦小学校吹奏楽部「サンシャインマリン
ズ」やいわきジャズオーケストラが出演。歌や演奏
が披露され、会場には拍手が沸き上がりました。ま
た、最後には約1,300人の来場者を対象にしたプレ
ゼント抽選会も行われました。

　昭和23年に、平神谷作字腰巻の神谷作101合墳で
発掘された6世紀代の男子胡坐像埴輪。昭和33年に
国の重要文化財に指定されました。
　美豆良を結った頭に鈴が
ついた冠を被り、凛とした表
情の顔には赤く化粧が施さ
れています。衣装は赤い三
角模様で彩られ、腰には玉
飾りの刀と鞆を携えるなど、
表情の豊かさ、完成度の高
さから日本を代表する人物
埴輪と言われています。
　発掘から67年後の今年、
同じ古墳から少なくとも4個
以上の人物埴輪が発掘され、
いわきの古墳文化に新たな
1ページが加わりました。

音楽の力でつなげる“わ”
東日本応援コンサート

いわきで発掘された天冠埴輪って？

9月
11～14日

将来のライフプランを無料で個別アドバイス！
◆日時　11月29(日)　
　　　　①10:00　②13:00　③15:00 (各90分程度)
◆場所　勿来市民会館第1会議室
◆定員　9組 (各時間3組)

各地の復興工事
進捗状況

久之浜保育所親子運動会十五夜祭の開催

「見て、触れて、聴いて、食べて、
学んで、遊ぼう！」

9月
6日

最後に「花は咲く」を
全員で合唱しました

来年3月11日に銀座和光の
ショーウインドウに飾られる予
定の“わ”のメッセージカード

なるほど！いわきの歴史コーナー
プチ講座 Part.5

●規制区間
　県道382号線(豊間・四倉線)
  （夏井川河口付近から北へ700ｍ間）
●規制期間
　平成28年3月末までを予定
●規制時間
　8:30～17：00（日・祝日と規制時間
　以外の終日は片側交互通行）
●迂回路
　国道6号線・県道15号線

　いわきおてんとSUN企業組合主催で「おてんと
エコひいきの会」が初めて開催されました。自然エ
ネルギー教室では、廃油で
走る発電車「おてんと号」の
しくみについて解説。ほか
に、コットン畑の見学やオー
ガニックコットン糸でのモ
チーフ作りが行われました。

「海の記憶展」
平堂根町〈ギャラリー界隈〉

モチーフ作りの説明に耳
を傾ける参加者

　昨年4月に台東区の上野で行われ、好評を得た
「海の記憶展」。「いわきの人
たちにもぜひ見てもらいた
い」との思いから市内での開
催となった今回は、久之浜で
被災した家の床柱などを使っ
て作られた観音像や、草花を
再現した染め花など約50点
が展示されました。

「プロジェクト傳」の主催
で行われた同展示会

だん

昭和23年に発掘された
「埴輪男子胡坐像」

み　　ず　　ら

とも

かんむり

だん　 し　　こ　　ざ　　ぞう　はに　 わ

てん かん　はに　わ

新町ホコ天と四倉
音頭

大浦地域ふれあ
い会
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　「
震
災
前
は
、
ど
の
家
も

十
五
夜
に
は
お
供
え
物
を
飾

っ
て
た
け
ど
今
は
少
な
い
よ

う
だ
ね
。
そ
れ
と
、
こ
う
し

て
大
勢
で
お
月
様
を
眺
め
る

の
は
初
め
て
じ
ゃ
な
い
か

な
」
。
９
月
27
日
、
久
之
浜

町
商
工
会
と
同
青
年
部
に
よ

る
「
十
五
夜
祭
」
の
会
場
で

今
田
ク
ニ
子
さ
ん（
84
歳
）は

し
み
じ
み
と
話
し
ま
す
。

　
テ
ー
ブ
ル
に
は
軽
食
や
飲

み
物
が
準
備
さ
れ
、
多
く
の

人
が
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

四
倉
高
校
筝
曲
部
（
柏
原
桃

花
部
長
）
に
よ
る
琴
と
尺
八

の
演
奏
が
始
ま
り
、
子
ど
も

た
ち
は
餅
つ
き
や
花
火
に
大

喜
び
。
そ
し
て
、
２
回
目
の

演
奏
が
行
わ
れ
た
６
時
半
過

ぎ
、
雲
の
合
間
か
ら
大
き
な

お
月
様
が
顔
を
覗
か
せ
、
み

　
か
つ
て
行
政
区
対
抗
で

行
わ
れ
て
い
た
「
久
之

浜
・
大
久
地
区
海
竜
の
里

市
民
体
育
祭
」
。
50
数
回

を
数
え
た
町
を
挙
げ
て
の

運
動
会
も
、
震
災
以
降
開

か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
９
月
13
日
、
久
之
浜
一

小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
老
若
男

女
の
楽
し
げ
な
歓
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。
「
今
回

は
、
誰
も
が
楽
し
め
る
運

動
や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
ん
で

も
ら
っ
た
。
今
後
は
、
多

く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
町
民
運
動
会

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き

た
い
」
と
坂
本
達
男
体
育

協
会
会
長
が
話
し
ま
し
た
。

津波避難場所ガイド

さ
わ
や
か
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

移
動
市
長
室

集会所に咲くひまわりとフラガール 　
市
長
が
直
接
市
民
の
声

を
聞
き
、
住
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
意
見
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
目
的
で
開
か
れ

る
移
動
市
長
室
。
８
月
26

日
、
久
之
浜
・
大
久
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
市

長
。
梛
良
幸
広
副
館
長
の

案
内
で
施
設
を
視
察
し
、

震
災
後
の
来
館
者
状
況
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
建
設
工
事
が
進

む
総
合
防
災
施
設
を
視
察
。

　
そ
の
後
、
久
之
浜
公
民

館
に
場
所
を
移
し
、
行
政

嘱
託
員
（
区
長
）
協
議
会
、

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、

久
之
浜
町
商
工
会
、
漁
協

久
之
浜
支
所
の
代
表
ら
と

面
談
を
行
い
ま
し
た
。
各

団
体
か
ら
、
活
動
状
況
や

課
題
と
問
題
点
の
報
告
、

市
長
へ
の
提
言
や
意
見
交

換
な
ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ん
な
の
楽
し
げ
な
顔
を
照
ら

し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
久
之
浜
に
は

「
つ
っ
つ
き
十
五
夜
」と
呼
ば

れ
た
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

家
々
の
軒
下
な
ど
に
飾
ら
れ

た
お
供
え
物
を
、
子
ど
も
た

ち
は
先
に
釘
を
つ
け
た
棒
で

突
い
て
失
敬
し
て
い
た
の
だ

と
か
。
こ
の
日
だ
け
は
大
人

た
ち
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
来
る
の

を
待
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
風

習
も
い
つ
し
か
す
た
れ
て
い

き
ま
し
た
。「
伝
統
行
事
と
か

風
習
は
、
続
け
て
、
そ
し
て

伝
え
て
い
く
の
が
大
事
」
。

と
話
す
今
田
さ
ん
は
じ
め
参

加
者
は
笑
顔
で
家
路
に
つ
き

ま
し
た
。
　

県
道
久
之
浜
港
線

整
備
の
進
捗
状
況

　田之網出身の画家・新妻芳子さ
んの絵「甦れ　わがふるさと」が、
災害公営住宅久之浜東団地集会
所に飾られています。
　９月27日、絵を贈ってくれた東
京福島県人会浜通り会の鈴木實
会長、新妻憲一東団地自治会長ら
が出席し贈呈式が行われました。
出席者の中には、新妻さんの小・
中学校時代の同級生たちの姿も。
「芳子ちゃん、ひまわりをよく描い
てたよね」、「そう、子どもの頃か
らひまわりが大好きだから」と幼
なじみと話す新妻さん。　　
　集会所を訪れる人を、ひまわり
に囲まれ踊る３人のフラガールが
明るく温かく出迎えてくれます。

贈呈された絵と新妻さん

●久之浜市民
　運動場
　●住所／久之浜町金ヶ沢字北磯脇29-２
　●面積／47,170㎡
　●海抜／37ｍ

夏から秋へ　久之浜・大久

十五夜祭の開催十五夜祭の開催
ふるさとを照らす秋の月ふるさとを照らす秋の月

　
蔭
磯
橋
の
架
け
替
え
工

事
に
伴
い
、
一
部
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
た
県
道
久

之
浜
港
線
。
蔭
磯
橋
へ
向

か
う
仮
道
も
完
成
し
、
防

災
緑
地
や
区
画
整
理
区
域

な
ど
の
整
備
も
進
ん
で
い

ま
す
。

講演は小中連携推進事業の一
環。地区の人も聴講しました

整備が進み日に日にその
姿を変えていく久之浜町
内（9月28日撮影）

化石の宝庫、久之浜・大久 町を挙げての祭りに感動

紅白がんばれ、みんな負けるな
元気に行われた14種目

スタジオジブリの映画主題歌など、
計12曲が演奏されました

お年寄りから子どもまで、集まった
多くの人が秋の宴を楽しみました

もちつきや秋の花火、
元気な歓声が響きました

秋空の下、元気に駆ける

本祭りも見るため二日連続石
川町を訪れた人もいました

第1回

町
民
の
集
い 

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

←

←

仙台

大久川

小久川

バイパス

6

6

いわき

久
之
浜

漁
港

災害公営住宅
久之浜東団地

　９月７日、「アンモナイトセ
ンター化石講演会」が久之浜
中学校で開かれました。講師
は、文部科学省理科支援員吉
岡榮一さん。自らの調査研究
で採取した化石や写真を使い、
化石から探る大地の成り立ち
について講演が行われました。

　「海と山の交流」が続く石
川町で石都々古和気神社の
例大祭が行われました。９月
19日の宵祭り視察に、今年は
地域づくり協議会と漁協久
之浜支部が合流。60名を超
える参加者が、900年以上続
く伝統の祭りに参加しました。

いわ　 つ　　 つ　　こ　　わ　　 け
　９月19日、久之浜保育所の
親子運動会が開かれました。
前日までの雨も上がり、園庭
は保護者会の皆さんの手で
砂も入れられ準備完了。子ど
もたちの元気な歓声と、保護
者や招待された老人会の皆
さんの声援が響き渡りました。

な
ぎ
　ら
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　田之網出身の画家・新妻芳子さ
んの絵「甦れ　わがふるさと」が、
災害公営住宅久之浜東団地集会
所に飾られています。
　９月27日、絵を贈ってくれた東
京福島県人会浜通り会の鈴木實
会長、新妻憲一東団地自治会長ら
が出席し贈呈式が行われました。
出席者の中には、新妻さんの小・
中学校時代の同級生たちの姿も。
「芳子ちゃん、ひまわりをよく描い
てたよね」、「そう、子どもの頃か
らひまわりが大好きだから」と幼
なじみと話す新妻さん。　　
　集会所を訪れる人を、ひまわり
に囲まれ踊る３人のフラガールが
明るく温かく出迎えてくれます。

贈呈された絵と新妻さん

●久之浜市民
　運動場
　●住所／久之浜町金ヶ沢字北磯脇29-２
　●面積／47,170㎡
　●海抜／37ｍ

夏から秋へ　久之浜・大久

十五夜祭の開催十五夜祭の開催
ふるさとを照らす秋の月ふるさとを照らす秋の月

　
蔭
磯
橋
の
架
け
替
え
工

事
に
伴
い
、
一
部
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
た
県
道
久

之
浜
港
線
。
蔭
磯
橋
へ
向

か
う
仮
道
も
完
成
し
、
防

災
緑
地
や
区
画
整
理
区
域

な
ど
の
整
備
も
進
ん
で
い

ま
す
。

講演は小中連携推進事業の一
環。地区の人も聴講しました

整備が進み日に日にその
姿を変えていく久之浜町
内（9月28日撮影）

化石の宝庫、久之浜・大久 町を挙げての祭りに感動

紅白がんばれ、みんな負けるな
元気に行われた14種目

スタジオジブリの映画主題歌など、
計12曲が演奏されました

お年寄りから子どもまで、集まった
多くの人が秋の宴を楽しみました

もちつきや秋の花火、
元気な歓声が響きました

秋空の下、元気に駆ける

本祭りも見るため二日連続石
川町を訪れた人もいました

第1回

町
民
の
集
い 

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

←

←

仙台

大久川

小久川

バイパス

6

6

いわき

久
之
浜

漁
港

災害公営住宅
久之浜東団地

　９月７日、「アンモナイトセ
ンター化石講演会」が久之浜
中学校で開かれました。講師
は、文部科学省理科支援員吉
岡榮一さん。自らの調査研究
で採取した化石や写真を使い、
化石から探る大地の成り立ち
について講演が行われました。

　「海と山の交流」が続く石
川町で石都々古和気神社の
例大祭が行われました。９月
19日の宵祭り視察に、今年は
地域づくり協議会と漁協久
之浜支部が合流。60名を超
える参加者が、900年以上続
く伝統の祭りに参加しました。

いわ　 つ　　 つ　　こ　　わ　　 け
　９月19日、久之浜保育所の
親子運動会が開かれました。
前日までの雨も上がり、園庭
は保護者会の皆さんの手で
砂も入れられ準備完了。子ど
もたちの元気な歓声と、保護
者や招待された老人会の皆
さんの声援が響き渡りました。

な
ぎ
　ら



34

　
県
小
名
浜
港
湾
建
設
事

務
所
が
進
め
て
き
た
、
道

の
駅
よ
つ
く
ら
港
の
海
側

に
あ
る
多
目
的
広
場
の
復

旧
が
、
８
月
中
旬
に
完
成

し
ま
し
た
。

　
こ
の
広
場
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま

え
た
施
設
と
す
る
た
め
、

平
成
25
年
度
に
四
倉
町
区

長
会
、
四
倉
ふ
れ
あ
い
市

民
会
議
、
N
P
O
法
人
よ

つ
く
ら
ぶ
な
ど
と
検
討
を

重
ね
、
配
置
を
決
め
ま
し

た
。

　
今
回
復
旧
し
た
広
場
の

面
積
は
約
５
、０
０
０
㎡

で
、
園
路
に
は
舗
装
を
行

い
、
ス
テ
ー
ジ
や
水
飲
み

場
な
ど
も
設
置
し
た
ほ
か
、

震
災
前
に
同
広
場
や
海
水

浴
場
に
あ
っ
た
ヤ
シ
の
木

を
、
新
し
い
広
場
に
移
植

し
ま
し
た
。

道
の
駅
よ
つ
く
ら
港

多
目
的
広
場
の
復
旧
完
了

津波避難場所ガイド
●妙見尊
●住所／四倉町字西三丁目17
●面積／77㎡
●海抜／17.7ｍ

道の駅２階から広場のステ
ージを眺めることができます

20
年
続
く

児
童
と
地
域
の
交
流

　
９
月
15
日
、
大
浦

地
域
ふ
れ
あ
い
会
が
、

大
浦
小
学
校
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
大
浦
公
民

館
で
活
動
す
る
サ
ー

ク
ル
の
会
員
や
地
区

の
婦
人
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
の
地
域
住

民
が
講
師
を
務
め
て
、

昔
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
児
童
に
教
え

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
約
50
名
の

講
師
が
来
校
。
校
舎

内
や
校
庭
、
体
育
館

に
は
囲
碁
、
将
棋
、

竹
と
ん
ぼ
、
あ
や
と

り
な
ど
９
つ
の
講
座

が
用
意
さ
れ
、
約
１

９
０
名
の
児
童
た
ち

は
好
き
な
講
座
を
受

講
し
て
、
地
域
の
み

な
さ
ん
と
親
睦
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

講師が絵手紙に色を塗る
様子を見守る児童たち

将棋の盤面を見ながら次
の一手を考えました

毎年児童の人気を集める
グランドゴルフ

体育館で身体を動かした
キッズエアロビクス

　
震
災
に
よ
る
津
波
で
大
き

な
被
害
の
あ
っ
た
四
倉
町
北

部
の
新
町
地
区
。
そ
の
商
店

街
・
新
町
通
り
で
は
、
16
年

ほ
ど
前
ま
で
歩
行
者
天
国
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
断

し
て
い
た
ホ
コ
天
を
復
活
さ

せ
、
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
と
し

て
、
地
域
に
伝
わ
る
四
倉
音

頭
に
再
び
光
を
当
て
よ
う
と

取
り
組
む
若
者
の
グ
ル
ー
プ

「
ヨ
ツ
ク
ラ
ム
ジ
カ
ヘ
ッ

ズ
」
。

　
四
倉
町
に
は
、
昭
和
29
年

に
作
ら
れ
た
四
倉
音
頭
と
、

平
成
12
年
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ

た
新
・
四
倉
音
頭
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
で
は
踊

る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

グ
ル
ー
プ
代
表
の
佐
藤
眞
一

さ
ん
は
、「
小
学
校
の
頃
に
踊

っ
た
四
倉
音
頭
を
復
活
さ
せ

て
、
も
う
一
度
、
町
の
名
物

に
し
て
い
き
た
い
」
と
、
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
９
月
６
日
に
行
わ
れ
た
新

町
歩
行
者
天
国
に
は
、
雨
模

様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く

さ
ん
の
住
民
ら
が
来
場
。
櫓

を
囲
ん
で
ふ
た
つ
の
四
倉
音

頭
を
踊
っ
た
ほ
か
、
長
友
青

年
団
に
よ
る
じ
ゃ
ん
が
ら
念

仏
踊
り
の
奉
納
が
行
わ
れ
、

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ラ

イ
ブ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

模
擬
店
も
好
評
で
し
た
。

　「
ふ
た
を
開
け
て
み
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
、
手
探
り

状
態
で
の
開
催
で
し
た
が
、

雨
の
中
、
多
く
の
お
客
さ
ん

が
来
場
し
て
く
れ
て
、
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
」
と
振
り
返

る
佐
藤
さ
ん
。
将
来
的
に
は

四
倉
地
区
内
に
あ
る
双
葉
郡

の
仮
設
住
宅
の
住
民
と
も
、

四
倉
音
頭
で
交
流
を
図
る
こ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　「
開
催
し
て
分
か
っ
た
こ

と
や
反
省
点
も
あ
り
ま
す
。

来
年
以
降
も
ホ
コ
天
を
続
け

て
、
四
倉
音
頭
を
広
め
る
と

と
も
に
、
ム
ジ
カ
ヘ
ッ
ズ
の

活
動
を
通
し
て
、
四
倉
の
活

性
化
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

「ホコ天を継続して、四倉を活
気づけたい」と話す佐藤さん

かき氷の早食い競争にチャレ
ンジした子どもたち

四倉音頭の調べとともに
新町ホコ天が復活

ヨツクラムジカヘッズ
代表
佐藤 眞一 さん

　9月25日、四倉南団
地の集会所で市社協
による男話会が開か
れ、園芸福祉士・根本
直記さんの指導によ
り、苔玉づくり教室が
開かれました。

四倉ピックアップ

苔玉にトウカエデやフウチ
ソウなどを植える参加者

集会所で苔玉づくり

　道の駅よつくら港
で9月26日、小学生と
その保護者を対象と
した蛸の釜茹で体験
教室が行われ、参加
者は鍋で茹で蛸を作
りました。茹でた蛸は、参加者がお

みやげに持ち帰りました

茹で蛸づくりに挑戦

　東京都の「北区明
るい社会づくりの会」
は9月6日に来市して、
NPO法人ふくしま震
災孤児・遺児をみまも
る会に、100万円を寄
付しました。

寄付金のほかに、絵本と
紙芝居も贈られました

みまもる会に寄付

　四倉中学校の総合
学習の時間「オーシャ
ンタイム」は9月8、9
日に行われ、生徒た
ちは学年ごとに野外
炊飯や街探検などに
取り組みました。

四中でオーシャンタイム

海浜自然の家で、班ごと
にカレーを作った一年生

　
９
月
27
日
、
第
20
回
い

わ
き
凧
揚
げ
大
会
が
四
倉

海
岸
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
海
岸
で
は
防
潮
堤
の

工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

い
て
、
例
年
よ
り
も
会
場

が
狭
く
な
っ
た
も
の
の
、

東
北
、
関
東
、
東
海
な
ど

か
ら
多
く
の
愛
好
者
が
参

加
し
て
、
自
慢
の
凧
を
揚

げ
た
ほ
か
、
市
内
の
保
育

所
が
連
凧
の
競
演
を
披
露

し
ま
し
た
。

凧
の
愛
好
者
が

自
慢
の
腕
を
振
る
う四倉保育所の

40連の連凧
参加者に好評だった凧
づくり教室

だん　わ　 かい

メロディーに合わせて新・四倉
音頭を踊る来場者

●

● ●

●

●
●

マルト
大川魚店

木村医院

四倉小
四倉
諏訪神社

海
嶽
寺

たこ

こけ　だま
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県
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名
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港
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建
設
事

務
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く
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港
の
海
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に
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多
目
的
広
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の
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中
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し
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広
場
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地
域
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を
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た
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と
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た
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成
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年
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町
区

長
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市

民
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法
人
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と
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を
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、
配
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を
決
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ま
し

た
。

　
今
回
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広
場
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面
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は
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㎡

で
、
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路
に
は
舗
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行

い
、
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ほ
か
、
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場
や
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水
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、
新
し
い
広
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に
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道
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広
場
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完
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道の駅２階から広場のステ
ージを眺めることができます

20
年
続
く

児
童
と
地
域
の
交
流

　
９
月
15
日
、
大
浦

地
域
ふ
れ
あ
い
会
が
、

大
浦
小
学
校
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
大
浦
公
民

館
で
活
動
す
る
サ
ー

ク
ル
の
会
員
や
地
区

の
婦
人
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
の
地
域
住

民
が
講
師
を
務
め
て
、

昔
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
児
童
に
教
え

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
約
50
名
の

講
師
が
来
校
。
校
舎

内
や
校
庭
、
体
育
館

に
は
囲
碁
、
将
棋
、

竹
と
ん
ぼ
、
あ
や
と
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な
ど
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つ
の
講
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意
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約
１
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の
児
童
た
ち

は
好
き
な
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受
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の
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と
親
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ま
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講師が絵手紙に色を塗る
様子を見守る児童たち

将棋の盤面を見ながら次
の一手を考えました

毎年児童の人気を集める
グランドゴルフ

体育館で身体を動かした
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震
災
に
よ
る
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で
大
き
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被
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の
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町
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た
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し
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の
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、
地
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四
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音
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に
再
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を
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て
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と

取
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組
む
若
者
の
グ
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プ

「
ヨ
ツ
ク
ラ
ム
ジ
カ
ヘ
ッ

ズ
」
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四
倉
町
に
は
、
昭
和
29
年

に
作
ら
れ
た
四
倉
音
頭
と
、

平
成
12
年
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ

た
新
・
四
倉
音
頭
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
で
は
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る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
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く
、
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表
の
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眞
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さ
ん
は
、「
小
学
校
の
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に
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た
四
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音
頭
を
復
活
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せ
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町
の
名
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と
、
活
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せ
ま
し
た
。
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日
に
行
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た
新
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行
者
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国
に
は
、
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模

様
に
も
か
か
わ
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ず
、
た
く

さ
ん
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住
民
ら
が
来
場
。
櫓

を
囲
ん
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ふ
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つ
の
四
倉
音
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を
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た
ほ
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、
長
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よ
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で
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た
。
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ふ
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を
開
け
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み
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け

れ
ば
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な
い
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探
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の
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催
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が
、
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、
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て
、
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と
振
り
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る
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四
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郡

の
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の
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と
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、
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る
こ

と
も
考
え
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い
ま
す
。
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開
催
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て
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っ
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こ

と
や
反
省
点
も
あ
り
ま
す
。

来
年
以
降
も
ホ
コ
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続
け

て
、
四
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音
頭
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広
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と

と
も
に
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活
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て
、
四
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の
活

性
化
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も
つ
な
げ
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い
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。
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ヨツクラムジカヘッズ
代表
佐藤 眞一 さん
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直記さんの指導によ
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四倉ピックアップ

苔玉にトウカエデやフウチ
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集会所で苔玉づくり
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みやげに持ち帰りました
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ンタイム」は9月8、9
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四中でオーシャンタイム

海浜自然の家で、班ごと
にカレーを作った一年生

　
９
月
27
日
、
第
20
回
い

わ
き
凧
揚
げ
大
会
が
四
倉

海
岸
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
海
岸
で
は
防
潮
堤
の

工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

い
て
、
例
年
よ
り
も
会
場

が
狭
く
な
っ
た
も
の
の
、

東
北
、
関
東
、
東
海
な
ど

か
ら
多
く
の
愛
好
者
が
参

加
し
て
、
自
慢
の
凧
を
揚

げ
た
ほ
か
、
市
内
の
保
育

所
が
連
凧
の
競
演
を
披
露

し
ま
し
た
。

凧
の
愛
好
者
が

自
慢
の
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を
振
る
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だん　わ　 かい
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●

● ●

●

●
●

マルト
大川魚店

木村医院

四倉小
四倉
諏訪神社

海
嶽
寺

たこ

こけ　だま
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平地区ピックアップ

震災時は避難所となった望洋
荘。賑やかな一日となりました

望洋荘秋祭り

町会再生の目的で集まった旧
町会メンバーたち

町会再編へ豊間区

　
９
月
27
日
、薄
磯
・
豊
間

地
区
で
現
場
見
学
会
を
行

い
ま
し
た
。こ
れ
は
整
備
が

進
む
平
場
の
宅
地
造
成
地

と
防
災
緑
地
の
一
部
を
見

学
す
る
も
の
で
、今
年
３

月
に
実
施
さ
れ
た
高
台
移

転
地
に
続
い
て
２
回
目
と

な
り
ま
す
。

　
当
日
は
薄
磯
地
区
27
名
、

豊
間
地
区
35
名
が
参
加
し
、

　
が
れ
き
が
広
が
る
薄
磯
の

町
に
、ひ
ま
わ
り
が
咲
い
て
い

る
版
画「
希
望
の
花
」。こ
の

作
品
を
制
作
し
た
の
は
、平

高
久
在
住
の
版
画
家
・
坂
本

勇
さ
ん
。中
学
の
美
術
教
師

時
代
か
ら
、市
内
の
名
所
な

ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品

を
数
多
く
制
作
し
、約
50
年

間
に
渡
っ
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
こ
の
絵
は
薄
磯
に
あ
っ
た

妹
さ
ん
の
家
が
大
震
災
に
よ

る
津
波
で
流
出
し
、片
付
け

な
ど
で
度
々
訪
れ
た
時
に
、

被
災
し
た
町
に
ひ
ま
わ
り
が

力
強
く
咲
い
て
い
た
風
景
を

目
に
し
、描
い
た
も
の
で
す
。

　
ほ
か
の
作
品
に
も
震
災
や

津
波
な
ど
を
題
材
に
し
た
も

平
場
の
宅
地
や
重
機
の
乗

車
体
験
も
行
わ
れ
た
ほ
か
、

防
災
緑
地
の
確
認
を
し
ま

し
た
。各
部
署
の
担
当
者

が
現
況
を
説
明
し
た
後
、

質
疑
応
答
の
時
間
も
取
ら

れ
ま
し
た
。参
加
し
た
住

民
か
ら「
現
場
で
の
説
明

で
将
来
の
町
の
姿
が
イ
メ

ー
ジ
で
き
て
良
か
っ
た
」と

の
感
想
も
あ
り
、こ
れ
か
ら

の
工
事
の
進
展
に
期
待
が

膨
ら
ん
で
い
る
様
子
で
し

た
。

十和奏壱鼓の和太鼓演奏は迫
力のある２部構成

地域恒例の夏祭り

復
興
の
歩
み
を
実
感

第
２
回
現
場
見
学
会

薄
磯
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

中央台北小で講演をする
松香フォニックス代表の
松香洋子さん

ＤＶＤなどを観ながら児
童たちも楽しく学習しまし
た

身体を使った表現に、児
童たちも自然に英語が身
についたようでした

テキストを説明する渡邊先
生。ネイティブな発音に関
心する児童

豊間アカデミー英語教室開始
　９月９日から始まった豊間アカデミーの英語教
室は、高学年（４～６年生）と低学年（１～３年生）
に分かれ、週１回、全５回行われます。講師は全国
で英語教材販売や英語教育を展開している「株式
会社ｍｐｉ松香フォニックス」に所属する、市内在
住の渡邊希先生です。
　文部科学省は、2020年までに小学３年生から
英語教育を開始し、５年生で教科化する方針を打
ち出しています。それに先駆けて、豊間アカデミー
での授業が開始されました。18日には中央台北小
で松香代表の講演会があり、「今後の英語教育に
より、子どもたちの海外での活躍も期待されます」
と話していました。

平場の宅地造成地で
重機の乗車体験

防災緑地で工事の進
捗を聞く参加者

アトリエ　版幺洞
版画作家　
坂本　勇 さん（84歳）

　９月20日、豊間の介護老
人福祉施設〈望洋荘〉で「第
12回望洋荘祭り」を開催。ダ
ンスや和太鼓の披露、家族会
の模擬店などが設けられ、多
くの人が訪れ、賑わいを見せ
ました。

　９月19日、震災によりばら
ばらになった地域コミュニテ
ィの再生を図るため、豊間区
サポートセンターで第１回検
討委員会が行われ、町会再
生の課題や組織づくりなどを
検討しました。

　雨のため順延されていた
「第17回沼ノ内夏祭り」が９
月12日、沼ノ内第一公園で
行われました。和太鼓やじゃ
んがら、歌謡ショーなどが披
露され過ぎ行く夏を締めくく
りました。

名作を生み出すアトリエ作業場。
たくさんの版木が並んでいます

　
９
月
18
日
、薄
磯
団
地

集
会
所
で
第
３
回
薄
磯
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
を
開
催
。

公
園
整
備
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
市
都
市
復
興
推
進

課
、Ｕ
Ｒ
い
わ
き
復
興
支

援
事
務
所
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
薄
磯
地
区
で
は
大
、小

合
わ
せ
て
６
ヵ
所
の
公
園

整
備
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
５
ヵ
所
の
公
園

に
つ
い
て
、具
体
的
な
設
置

具
や
施
設
に
つ
い
て
各
担

当
者
が
図
面
上
で
説
明
し

ま
し
た
。残
る
１
公
園
に

つ
い
て
は
３
つ
の
提
案
が

あ
り
、参
加
し
た
委
員
会

メ
ン
バ
ー
か
ら
、「
図
面
上

で
す
が
、具
体
案
が
示
さ

れ
将
来
に
希
望
が
持
て

る
」と
好
評
で
し
た
。

の
が
あ
り
、震
災
の
記
憶
を

後
世
に
残
し
た
い
と
思
い
版

画
展
を
開
催
し
ま
し
た
。「
こ

れ
か
ら
は
、人
間
愛
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
を
手
掛
け
て
い

き
た
い
。ま
た
、ふ
る
さ
と
の

古
い
文
化
や
風
習
な
ど
の
作

品
も
後
世
に
残
し
て
い
き
た

い
」と
制
作
意
欲
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

雨も上がり防災緑地か
ら辺りを眺める参加者

子どもたちにも人気が
あった重機乗車体験

コンサルタントか
ら公園整備の説明
がありました

楢葉町に寄贈された「希望の
花」は仮庁舎の町長室に展示さ
れています

震災・津波・人間愛…
ふるさとの風景を彫る

はん よう　どう

昭和５年いわき生まれ
日本版画会　名誉会員
福島県美術家連盟副委員長
いわき美術協会顧問

●プロフィール

のぞみ

まつ　　か

学校だよ
り

豊間小

アトリエ応接室には作品が展示
されギャラリーのようです
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復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
た
中
之
作
港
東
防
波

堤
と
東
砕
波
堤
が
８
月
下

旬
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
残
る
沖
東
防
波

堤
の
復
旧
工
事
に
取
り
組

む
予
定
で
す
。

　
津
波
で
施
設
が
沈
下
し
、

平
成
25
年
春
か
ら
復
旧
工

事
を
し
て
い
た
江
名
港
。

沖
南
防
波
堤
６
施
設
と
岸

中
之
作
港
東
防
波
堤

工
事
完
成

江
名
港
復
旧
工
事
完
成

津波避難場所ガイド

●小名浜西小学校
　校庭

●住所／小名浜大原字
　　　　小滝山３
●面積　11,260㎡
●海抜　32.0m

●中之作公園

　
江
名
港
付
近
は
津
波
被
害

に
遭
い
、
飲
食
店
な
ど
人
が

集
ま
る
場
所
が
無
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
な

か
、
多
く
の
人
に
江
名
の
町

に
来
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
「
海
あ
る
き
町
あ
る
き
江

名
の
町
再
発
見
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
江
名
の
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
江
名
女
性
の
会
の
メ

ン
バ
ー
に
は
、
自
宅
が
津
波

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
も
い
ま

す
。「
昔
、
男
性
は
漁
に
出
る

か
ら
町
を
守
る
の
は
女
性
。

な
の
で
、
女
性
同
士
の
協
力

す
る
力
が
強
く
残
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
女
性
の
会
会
長

の
金
成
洋
子
さ
ん
。
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
で
も
同
会
員
と
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
女
性
た

ち
が
集
ま
り
、
１
日
か
け
て

郷
土
料
理
の
江
名
町
特
製
ポ

ー
ポ
ー
焼
き
を
９
０
０
個
作

っ
た
ほ
か
、
サ
ン
マ
の
佃
煮

も
各
家
庭
で
作
り
ま
し
た
。

　
９
月
13
日
の
イ
ベ
ン
ト
当

日
に
は
、
み
な
さ
ん
早
朝
か

ら
港
に
集
ま
り
、
ポ
ー
ポ
ー

焼
き
を
詰
め
た
「
江
名
の
か

あ
ち
ゃ
ん
弁
当
」
を
作
り
ま

し
た
。
弁
当
や
佃
煮
は
午
前

中
に
完
売
す
る
ほ
ど
の
大
人

気
。
今
年
か
ら
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
形
式
と
な
っ
た
町
あ

る
き
で
は
、
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
制
作
し

た
地
図
を
片
手
に
、
多
く
の

方
が
江
名
を
散
策
し
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人

が
来
て
く
れ
て
嬉
し
い
」
。

会
議
を
重
ね
、
地
道
に
準
備

を
進
め
て
き
た
町
の
み
な
さ

ん
は
、
達
成
感
に
満
ち
た
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。小名浜ピックアップ

先生の指示に従い、机の下に
隠れる園児たち

地震・火災避難訓練

保存会が11種類もの
演技を披露した棒術

地域の伝統ささら奉納
　９月20、21日、アクアマリ
ンパークでカジキグルメサミ
ット2015が開催されました。
ジャンボカジキメンチの大食
い大会などが行われ、さまざ
まなカジキ料理が販売されま
した。

　10月３日、海をテーマに永崎保育所園庭で運
動会が行われました。体操や親子団体競技では

海賊になりきる子ど
もたち。きりん組の
遊戯「パイレーツ オ
ブ カリビアン」では
曲に合わせフラッグ
を振りました。最後
に打ち上げ花火を見
て楽しみました。

　９月５日、小名浜諏訪神社
で例大祭が行われました。岡
小名ささら保存会が五穀豊
穣や無病息災を祈願し、三匹
の獅子舞や棒、剣術を奉納。
わかぎ幼稚園児はメイポール
ダンスを披露しました。

　９月４日、江名幼稚園で地
震・火災による避難訓練が行
われました。第１次避難場所
の園庭へ行き、その後、第２次
避難場所の園舎前駐車場へ
移動。園児たちは落ち着いて
行動していました。

がんばったよ！ 運動会

来場者はカジキの解体ショー
を楽しみました

江名のイベントを支える人々
「海あるき町あるき

　　　　江名の町再発見」

◀サンマ焼き体験も行わ
れ、たくさんの来場者で賑
わいました

▶真心を込めてポーポー
焼きを焼く江名のお母さ
んたち

壁
４
施
設
、護
岸
２
施
設

の
復
旧
工
事
が
９
月
末
に

完
成
し
、江
名
港
に
お
け

る
災
害
復
旧
は
全
て
完
了

し
ま
し
た
。

　
今
後
は
走
出
地
区
と
江

ノ
浦
・
岸
浦
地
区
の
海
岸

堤
防
の
復
旧
に
取
り
組
み

ま
す
。

完成した沖南防波堤など

完成した中之作港東防波堤

完成した第２岸壁

●住所／中之作字大畑１
●面積　2,326㎡
●海抜　13.9m

カジキグルメを堪能

お知らせ

●11月15日㈰ 10：00～
●清航館にて定員20名
●参加費　800円
●持参物　はさみ
※問い合わせ　☎55‐8177

麦わら細工 
　　　花瓶作り教室

●

15
諏訪神社 清航館

中山医院

中之作港
●

●

26

●
中村病院本多斎苑

小名浜
一中

小名浜
一小

カインズ
ホーム

小名浜
支所

●

●

●
●

●

永崎保育所江名幼稚園

遊戯で決めポーズをする、き
りん組園児

　９月27日、江名小学校の体育館で行われた運
動会。初めに全園児がラーメン体操をして体をほ

ぐし、かけっこやダ
ンス、親子競技を頑
張りました。年長の
そら組による「バル
ーン」では形を作る
ごとに大きな拍手が
ありました。抱っこしてバナナを採った親

子競技の「おさるの親子」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
た
中
之
作
港
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防
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８
月
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。
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910

　
９
月
28
日
に
行
わ
れ
た
、

第
９
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
事
業
。
今
回
は
、

勿
来
町
酒
井
地
区
に
あ
る

蔵
皇
神
社
の
滑
川
宮
司
か

ら
、
同
地
区
の
歴
史
な
ど

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
「
勿
来
ま
ち

あ
る
き
」
実
行
委
員
会
を

実
施
。
本
番
当
日
を
６
日

後
に
控
え
、
チ
ー
ム
編
成

や
準
備
に
つ
い
て
の
確
認

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

当
日
の
様
子
は
本
誌
54
号

で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
広
葉
樹
の
苗
木
や
ド
ン

グ
リ
を
採
取
し
育
成
を
行

っ
て
き
た
、
な
こ
そ
復
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
現
在
、

育
て
た
苗
木
を
、
勿
来
地

区
の
小
・
中
学
校
に
通
う

児
童
が
い
る
家
庭
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
配
ら
れ
た

苗
木
は
各
家
庭
で
育
て
て

も
ら
い
、
防
災
緑
地
完
成

時
に
里
親
の
方
々
に
よ
り

植
樹
を
行
う
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
な
こ
そ
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
。

☎
０
２
４
６-

63-

５
０
５
５

　
家
業
で
あ
る
農
業
の
傍
ら

で
N
P
O
法
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
理
事
長
も
務
め
る
、
山
田

町
在
住
の
渡
辺
香
さ
ん
。
収

穫
し
た
米
を
使
っ
て
「
米
せ

ん
」
を
作
り
、
売
り
上
げ
の

一
部
を
様
々
な
地
域
活
動
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

　
震
災
当
時
は
、
夫
の
仕
事

の
赴
任
先
で
あ
る
茨
城
県
つ

く
ば
市
に
一
週
間
ほ
ど
避
難
。

い
わ
き
へ
戻
る
と
幸
い
自
宅

の
水
道
が
無
事
だ
っ
た
た
め
、

夏
に
行
う
田
植
え
に
向
け
て

稲
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

「
震
災
後
も
当
た
り
前
の
よ

う
に
農
業
を
続
け
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
よ
う
や
く
稲
苗

が
育
ち
始
め
た
４
月
、
余
震

が
起
こ
り
断
水
に
。
苗
の
水

撒
き
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
川
部
町
の
奥
に

あ
る
給
水
所
ま
で
毎
日
の
よ

う
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

　
夏
に
は
無
事
に
稲
苗
も
育

ち
、
例
年
通
り
田
植
え
と
収

穫
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
今
度
は
風
評
と
い
う

大
き
な
問
題
が
発
生
。
米
の

売
り
上
げ
が
減
少
し
た
ほ
か
、

耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
近
所
の
田
ん
ぼ
を
目
の

当
た
り
に
し
「
ど
う
に
か
し

て
、
い
わ
き
の
風
評
を
少
し

で
も
払
拭
で
き
な
い
か
」
と

考
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
平
成
25
年
３
月
、

植
田
町
に
〈
米
の
つ
ぶ
や
き

本
舗
い
わ
き
店
〉
を
開
業
。

翌
年
１
月
に
は
N
P
O
を
設

立
し
、
９
名
の
会
員
が
加
わ

り
ま
し
た
。
米
せ
ん
作
り
と

販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
か

ら
は
耕
作
放
棄
地
を
利
用
し

た
花
の
栽
培
も
実
施
。
さ
ら

に
今
年
は
磐
城
農
業
高
校
と

共
同
で
、
市
内
で
も
珍
し
い

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
事
業
に

も
新
た
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
一
日
も
早
く
風
評
が
払

拭
さ
れ
て
、
い
わ
き
の
物
を

安
心
し
て
食
べ
て
く
れ
る
方

が
１
人
で
も
増
え
た
ら
嬉
し

い
」
と
願
い
を
語
る
渡
辺
さ

ん
。
い
わ
き
の
農
業
に
活
気

を
取
り
戻
す
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
と
も
に
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　
い
わ
き
明
星
大
学
復
興

事
業
セ
ン
タ
ー
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
室
が
企
画
。
勿
来

地
区
の
各
所
に
て
、
震
災

当
時
や
直
後
の
写
真
等
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

●
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来
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６
日
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29
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勿来ピックアップ
4年半前の恩返し 心をひとつに、奏でる音
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ニ
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本
格
始
動
！

練習の成果を発揮し
た子どもたち

「
な
こ
そ
の
記
録
と
記
憶
」

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ

ブ
写
真
展

集まったタオルで雑巾を作る、岩
間町サロンに参加するみなさん

津波避難場所ガイド
●県立勿来
　工業高等
　学校校庭

●住所/植田町堂
　　　 ノ作10
●面積/17,712㎡
●海抜/6.5m

配布される苗木は約680鉢。
小浜・岩間で採取されました

同大学で集めた資料のほか、地域住
民から提供された写真も展示

●小浜公民館

●住所/小浜町渚
　　　　63
●面積/150㎡
●海抜/10.8m

いわきの農業に元気を！
～手作りの「米せん」に

　　　　　　　　思いを込めて～

　9月25日、平成27年度勿
来・遠野・田人方部小学校音
楽祭が、勿来市民会館で行わ
れました。同方部にある12の
小学校に通う児童が、これま
で練習を積み重ねてきた歌や
合奏を堂 と々披露しました。

　ミッションを立ち上げる前は、家事
をしながら自宅の農作業を手伝って
いました。震災後、活気がなくなって
しまったいわきの農業を元気にした
いと思い、始めたのが米せん作りでし
た。今後はうちでしか買えない、地元
ならではの味付けをした米せんを作
りたいと思っています。

事務所や平のスカイストアほか、
歩行者天国やうえだ夕市でも販売

軽い口当たりの米せん。13種類と
味のバリエーションも豊富です

見頃を迎えた田んぼアート。フラ
ガールをデザインしました

昨年はひまわり、今年はれんげを
育てたという、山田町の遊休地

NPO法人ミッション
理事長　
渡辺　香 さん

植田町にある事務所で、米せんを作る渡辺さん。販売
先への配達まで、ほとんどの作業を1人で行っています

　震災時に支援いただいた、
茨城県常総市の茨城NPOセ
ンター・コモンズ。鬼怒川の
堤防決壊で甚大な被害を受
けたため、なこそ復興プロジ
ェクトでは、集めた雑巾など
の支援物資を届けました。
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錦 佐糠

●
磐城農業
高校

植田駅

泉駅

↓

↓

↓

岩間
●

●
小浜
海水浴場

津神社

小名浜

金山

まちあるきの舞台となる酒井
地区への理解を深めました
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９
月
28
日
に
行
わ
れ
た
、

第
９
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
事
業
。
今
回
は
、

勿
来
町
酒
井
地
区
に
あ
る

蔵
皇
神
社
の
滑
川
宮
司
か

ら
、
同
地
区
の
歴
史
な
ど

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
「
勿
来
ま
ち

あ
る
き
」
実
行
委
員
会
を

実
施
。
本
番
当
日
を
６
日

後
に
控
え
、
チ
ー
ム
編
成

や
準
備
に
つ
い
て
の
確
認

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

当
日
の
様
子
は
本
誌
54
号

で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
広
葉
樹
の
苗
木
や
ド
ン

グ
リ
を
採
取
し
育
成
を
行

っ
て
き
た
、
な
こ
そ
復
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
現
在
、

育
て
た
苗
木
を
、
勿
来
地

区
の
小
・
中
学
校
に
通
う

児
童
が
い
る
家
庭
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
配
ら
れ
た

苗
木
は
各
家
庭
で
育
て
て

も
ら
い
、
防
災
緑
地
完
成

時
に
里
親
の
方
々
に
よ
り

植
樹
を
行
う
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
な
こ
そ
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
。
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家
業
で
あ
る
農
業
の
傍
ら

で
N
P
O
法
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
理
事
長
も
務
め
る
、
山
田

町
在
住
の
渡
辺
香
さ
ん
。
収

穫
し
た
米
を
使
っ
て
「
米
せ

ん
」
を
作
り
、
売
り
上
げ
の

一
部
を
様
々
な
地
域
活
動
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

　
震
災
当
時
は
、
夫
の
仕
事

の
赴
任
先
で
あ
る
茨
城
県
つ

く
ば
市
に
一
週
間
ほ
ど
避
難
。

い
わ
き
へ
戻
る
と
幸
い
自
宅

の
水
道
が
無
事
だ
っ
た
た
め
、

夏
に
行
う
田
植
え
に
向
け
て

稲
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

「
震
災
後
も
当
た
り
前
の
よ

う
に
農
業
を
続
け
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
よ
う
や
く
稲
苗

が
育
ち
始
め
た
４
月
、
余
震

が
起
こ
り
断
水
に
。
苗
の
水

撒
き
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
川
部
町
の
奥
に

あ
る
給
水
所
ま
で
毎
日
の
よ

う
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

　
夏
に
は
無
事
に
稲
苗
も
育

ち
、
例
年
通
り
田
植
え
と
収

穫
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
今
度
は
風
評
と
い
う

大
き
な
問
題
が
発
生
。
米
の

売
り
上
げ
が
減
少
し
た
ほ
か
、

耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
近
所
の
田
ん
ぼ
を
目
の

当
た
り
に
し
「
ど
う
に
か
し

て
、
い
わ
き
の
風
評
を
少
し

で
も
払
拭
で
き
な
い
か
」
と

考
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
平
成
25
年
３
月
、

植
田
町
に
〈
米
の
つ
ぶ
や
き

本
舗
い
わ
き
店
〉
を
開
業
。

翌
年
１
月
に
は
N
P
O
を
設

立
し
、
９
名
の
会
員
が
加
わ

り
ま
し
た
。
米
せ
ん
作
り
と

販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
か

ら
は
耕
作
放
棄
地
を
利
用
し

た
花
の
栽
培
も
実
施
。
さ
ら

に
今
年
は
磐
城
農
業
高
校
と

共
同
で
、
市
内
で
も
珍
し
い

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
事
業
に

も
新
た
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
一
日
も
早
く
風
評
が
払

拭
さ
れ
て
、
い
わ
き
の
物
を

安
心
し
て
食
べ
て
く
れ
る
方

が
１
人
で
も
増
え
た
ら
嬉
し

い
」
と
願
い
を
語
る
渡
辺
さ

ん
。
い
わ
き
の
農
業
に
活
気

を
取
り
戻
す
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
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も
に
活
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を

続
け
て
い
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ま
す
。
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。
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練習の成果を発揮し
た子どもたち

「
な
こ
そ
の
記
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と
記
憶
」

東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ

ブ
写
真
展

集まったタオルで雑巾を作る、岩
間町サロンに参加するみなさん

津波避難場所ガイド
●県立勿来
　工業高等
　学校校庭

●住所/植田町堂
　　　 ノ作10
●面積/17,712㎡
●海抜/6.5m

配布される苗木は約680鉢。
小浜・岩間で採取されました

同大学で集めた資料のほか、地域住
民から提供された写真も展示

●小浜公民館

●住所/小浜町渚
　　　　63
●面積/150㎡
●海抜/10.8m

いわきの農業に元気を！
～手作りの「米せん」に

　　　　　　　　思いを込めて～

　9月25日、平成27年度勿
来・遠野・田人方部小学校音
楽祭が、勿来市民会館で行わ
れました。同方部にある12の
小学校に通う児童が、これま
で練習を積み重ねてきた歌や
合奏を堂 と々披露しました。

　ミッションを立ち上げる前は、家事
をしながら自宅の農作業を手伝って
いました。震災後、活気がなくなって
しまったいわきの農業を元気にした
いと思い、始めたのが米せん作りでし
た。今後はうちでしか買えない、地元
ならではの味付けをした米せんを作
りたいと思っています。

事務所や平のスカイストアほか、
歩行者天国やうえだ夕市でも販売

軽い口当たりの米せん。13種類と
味のバリエーションも豊富です

見頃を迎えた田んぼアート。フラ
ガールをデザインしました

昨年はひまわり、今年はれんげを
育てたという、山田町の遊休地

NPO法人ミッション
理事長　
渡辺　香 さん

植田町にある事務所で、米せんを作る渡辺さん。販売
先への配達まで、ほとんどの作業を1人で行っています

　震災時に支援いただいた、
茨城県常総市の茨城NPOセ
ンター・コモンズ。鬼怒川の
堤防決壊で甚大な被害を受
けたため、なこそ復興プロジ
ェクトでは、集めた雑巾など
の支援物資を届けました。
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②インストール後、アプリを起動するとスキャ
　ン画面になります。
③スマホをかざして画像をスキャンします。
④認識するとコンテンツが表示されます。

いわきの農業に元気を震災アーカイブ写真展ふるさとを彫る
豊間小で英語授業
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平
成
27年

10月
20日

発
行

　９月13日に行われた「海ある
き町あるき江名の町再発見」の
イベント。江名港銅像前の会場
ステージ前では江名小学校児童
50名による「キッズソーラン」が
披露され、元気な掛け声と勢い
ある踊りに盛り上がりを見せて
いました。

応急仮設住宅や災害公営住宅ほか
市内各地のイベントやできごとを紹介

海岸堤防復旧工事に伴う通行規制
〈草野下神谷地区〉
9月末現在

※お申し込みは開催日の3日前まで。
【予約・問い合わせ】　市ふるさと再生課　☎0246-22-7437

　9月22日、「“わ”で奏でる東日本応援コンサート
2015inいわき」が〈いわき芸術文化交流館アリオ
ス〉で行われました。音楽が持つ不思議な力で被災
地のみなさんを元気づけようと、平成25年から岩
手・宮城・福島の各地で開催。
　市内初となった今回は、シンガーソングライター
の山口マリーさんやくるみさん、コーラスグループ
「サーカス」、錦小学校吹奏楽部「サンシャインマリン
ズ」やいわきジャズオーケストラが出演。歌や演奏
が披露され、会場には拍手が沸き上がりました。ま
た、最後には約1,300人の来場者を対象にしたプレ
ゼント抽選会も行われました。

　昭和23年に、平神谷作字腰巻の神谷作101合墳で
発掘された6世紀代の男子胡坐像埴輪。昭和33年に
国の重要文化財に指定されました。
　美豆良を結った頭に鈴が
ついた冠を被り、凛とした表
情の顔には赤く化粧が施さ
れています。衣装は赤い三
角模様で彩られ、腰には玉
飾りの刀と鞆を携えるなど、
表情の豊かさ、完成度の高
さから日本を代表する人物
埴輪と言われています。
　発掘から67年後の今年、
同じ古墳から少なくとも4個
以上の人物埴輪が発掘され、
いわきの古墳文化に新たな
1ページが加わりました。

音楽の力でつなげる“わ”
東日本応援コンサート

いわきで発掘された天冠埴輪って？

9月
11～14日

将来のライフプランを無料で個別アドバイス！
◆日時　11月29(日)　
　　　　①10:00　②13:00　③15:00 (各90分程度)
◆場所　勿来市民会館第1会議室
◆定員　9組 (各時間3組)

各地の復興工事
進捗状況

久之浜保育所親子運動会十五夜祭の開催

「見て、触れて、聴いて、食べて、
学んで、遊ぼう！」

9月
6日

最後に「花は咲く」を
全員で合唱しました

来年3月11日に銀座和光の
ショーウインドウに飾られる予
定の“わ”のメッセージカード

なるほど！いわきの歴史コーナー
プチ講座 Part.5

●規制区間
　県道382号線(豊間・四倉線)
  （夏井川河口付近から北へ700ｍ間）
●規制期間
　平成28年3月末までを予定
●規制時間
　8:30～17：00（日・祝日と規制時間
　以外の終日は片側交互通行）
●迂回路
　国道6号線・県道15号線

　いわきおてんとSUN企業組合主催で「おてんと
エコひいきの会」が初めて開催されました。自然エ
ネルギー教室では、廃油で
走る発電車「おてんと号」の
しくみについて解説。ほか
に、コットン畑の見学やオー
ガニックコットン糸でのモ
チーフ作りが行われました。

「海の記憶展」
平堂根町〈ギャラリー界隈〉

モチーフ作りの説明に耳
を傾ける参加者

　昨年4月に台東区の上野で行われ、好評を得た
「海の記憶展」。「いわきの人
たちにもぜひ見てもらいた
い」との思いから市内での開
催となった今回は、久之浜で
被災した家の床柱などを使っ
て作られた観音像や、草花を
再現した染め花など約50点
が展示されました。

「プロジェクト傳」の主催
で行われた同展示会

だん

昭和23年に発掘された
「埴輪男子胡坐像」

み　　ず　　ら

とも

かんむり

だん　 し　　こ　　ざ　　ぞう　はに　 わ

てん かん　はに　わ

新町ホコ天と四倉
音頭

大浦地域ふれあ
い会


	53_hyoushi
	53_p1
	53_p2
	53_p3
	53_p4
	53_p5
	53_p6
	53_p7
	53_p8
	53_p9
	53_p10
	53_p11

